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0a のとき、 12 ≧b であれば題意を満たす。 bb ≦≦ 1,1  

 

02  na とおくと 
22

2

2

2

22

16422

naa

a

ba

a



















≦  

nba

a 42

22
≦


  

1
4


n
のとき、 1

2

22


 ba

a
であるから 0

2

22


 ba

a
 0a  0n であるから不適。 

 

したがって 1
4
≧

n
であり 4≦n  4,3,2,1 n  

 1n のとき 
2

1
a  

4

3

4

1
12 ≧b  

  4
41

42

222
≦

bba

a





より 4,3,2,1

41

4
2


 b
 0,

12

1
,

4

1
,

4

32 b  適するのは 
4

32 b  
2

3
b  

 2n のとき 1a  122 ≧ba  は任意のb について成立。 
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 4n のとき 2a  122 ≧ba  は任意のb について成立。 
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以上をまとめると、 biaz  の存在範囲は 
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および虚数軸上の bb ≦≦ 1,1 の部分である。 

図示すると右の通り。 
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